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いつまでも
暮らしていける
　　　　苫前に

人　口／2,976（男／1,443人：女／1,533人）
世帯数／1,504世帯 （２月28日現在）

いざ！鬼退治
２月２日（火）認定苫前こども園（青木久美子園長）
で豆まきが行われた。
オニが現れると恐怖のあまり、泣きながら先生の後
ろに隠れたり、驚きで固まってしまう子どももいたが、
勇気を出した年長園児たちが果敢に豆をまき続けて、
オニを降参させていた。
今年の節分の日は、明治30年以来124年ぶりの２月
２日。暦の調整により立春が３日へ移ったことによる
もので、2022年は立春が４日に戻るため節分も３日と
なる。
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ＴＤＫ「スノーホッケー体験会」

２
月
11
日
（
木
）
町
公
民
館

主
催
の
Ｔ
Ｄ
Ｋ
「
ス
ノ
ー
ホ
ッ

ケ
ー
体
験
会
」
が
公
民
館
駐
車

場
で
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学
生

12
名
が
参
加
し
た
。

留
萌
市
の
加
藤
真
澄
ス
ノ
ー

ホ
ッ
ケ
ー
指
導
員
と
伊
藤
徳
騎

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
指
導

を
担
当
し
た
。

ス
ノ
ー
ホ
ッ
ケ
ー
で
使
用
す

る
レ
ッ
ズ
と
い
う
靴
で
滑
る
練

習
を
行
い
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
使

っ
た
パ
ス
や
シ
ュ
ー
ト
の
練
習

後
に
、
試
合
形
式
の
ゲ
ー
ム
を

行
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
空
振
り
や

転
倒
を
し
な
が
ら
も
、
寒
さ
を

忘
れ
、
夢
中
で
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
て
い
た
。

学社融合事業「手話体験」 ～苫前小学校４年生～

２
月
９
日
（
火
）
苫
前
小
学

校
（
本
間
博
樹
校
長
）
４
年
生

10
名
が
学
社
融
合
事
業
「
手
話

体
験
」
を
行
っ
た
。

手
話
通
訳
士
の
五
十
嵐
明
子

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
あ
い
さ

つ
や
自
己
紹
介
な
ど
日
常
で
使

う
こ
と
が
で
き
る
手
話
を
学
習

し
た
。

ま
た
、
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
使

用
し
た
聴
覚
障
が
い
者
の
「
聞

こ
え
方
」
体
験
を
通
じ
、
聴
覚

障
が
い
者
が
日
常
生
活
で
感
じ

る
困
難
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
た
。

児
童
か
ら
「
外
国
と
日
本
の

手
話
の
違
い
は
あ
る
の
？
」「
聴

覚
障
が
い
は
薬
で
治
る
の
？
」

な
ど
聴
覚
障
が
い
や
手
話
通
訳

士
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、

手
話
通
訳
士
の
活
動
に
つ
い
て

も
学
習
し
た
。

第30回苫前町子どもかるた交流大会

２
月
11
日
（
木
）
苫
前
町
子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
早

川
日
出
利
会
長
）
主
催
の
第
30

回
苫
前
町
子
ど
も
か
る
た
交
流

大
会
が
町
公
民
館
に
て
開
催
さ

れ
、
小
学
生
９
名
、
中
学
生
４

名
が
参
加
し
た
。

小
学
生
の
部
と
中
学
生
の
部

に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
で
チ
ー

ム
分
け
を
行
い
、
３
試
合
を
実

施
し
た
。
勝
率
と
試
合
ご
と
の

得
失
点
差
に
よ
っ
て
順
位
が
決

め
ら
れ
、
か
る
た
グ
ッ
ズ
や
町

の
特
産
品
が
贈
ら
れ
た
。

苫
前
か
る
た
サ
ー
ク
ル
の
渡

邊
会
長
は
「
来
年
も
友
達
を
誘

っ
て
大
会
に
出
て
ほ
し
い
。」

と
呼
び
か
け
た
。

地域で守り育てよう　私たちの苫前商業高等学校
「小規模だからこその魅力」
 北海道苫前商業高等学校　２年　大元　祐征
苫前商業高校は、今年９名が卒業するため今は１，２年生20名で学校生活を送っています。行事では学校祭
や体育大会、カルタ大会、パークゴルフ大会などがあります。今年は新型コロナウイルスの影響で行事は中止や、
規模が縮小されて例年とは少し違った形で行いました。学校祭では、小規模で人数が少ないため一人ひとりが
主役となり、互いに意見を出し合い、楽しめる学校祭を生徒全員が協力し、創り上げています。
苫前商業は商業科であるため、資格取得にも積極的に取り組んでいます。授業内での勉強はもちろん、放課
後や休日も検定試験に向けて講習などを行っています。生徒の人数が少ないからこそ、先生が生徒一人ひとり
の状況に合わせて親身になって分かりやすく勉強を教えてくれます。全商主催の簿記実務検定では１年生の時
に全員が３級に合格し、２年生では１級にチャレンジし合格している生徒もいます。資格というものは能力や
知識、技能を証明するもので、持っていて損はありません。新入生には
ぜひ資格を一つでも多く取得してほしいと思います。
また、苫前商業は地域との連携で、月に数回、町内の方と苫前の未来
について考えるミーティングを行ないました。どうすれば苫前町が活気
あふれる街になるのか、イベント企画を考え意見交換をするミーティン
グです。自分の意見を他人に話し互いに納得しあうとても良い環境です。
考えていた企画はコロナウイルスの影響で中止となりましたが、企画実
施に至るまでの過程が良い経験になりました。
苫前商業高校は小規模で人数の少ない学校ですが、小規模だからこそ、
ならではの魅力がたくさん詰まった素晴らしい学校だと思います。
少しでも苫前商業に興味を持った方はぜひ体験入学にお越しください。
在校生一同お待ちしています。
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北海道農業士認定 ～上田卓司さん・瞳さん夫妻～

２
月
19
日
（
金
）
令
和
２
年

度
北
海
道
農
業
士
称
号
贈
呈
式

が
役
場
町
長
室
で
行
わ
れ
、

（
株
）
上
田
フ
ァ
ー
ム
の
上
田

卓
司
さ
ん
、
瞳
さ
ん
夫
妻
に
宇

野
留
萌
振
興
局
長
か
ら
認
定
証

が
授
与
さ
れ
た
。

北
海
道
農
業
士
は
経
営
改
善

の
意
欲
が
あ
り
、
地
域
農
業
の

担
い
手
と
し
て
優
れ
た
能
力
を

有
し
、
地
域
の
中
核
的
な
存
在

と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
農

業
者
を
知
事
が
認
定
し
て
い
る

も
の
で
、
上
田
夫
妻
は
Ｕ
タ
ー

ン
就
農
後
、
農
業
技
術
習
得
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
、
加
工

食
品
会
社
立
ち
上
げ
等
、
地
域

の
担
い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

き
た
。

北
海
道
農
業
士
と
な
っ
た
両

名
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
。

「霧立峠」ＣＤ先着無料配布

千
葉
県
で
歌
手
活
動
を
行
っ

て
い
る
井
岡
敏
男
さ
ん
か
ら
苫

前
町
へ
連
絡
が
あ
り
、
作
詞
家

の
高
橋
直
人
氏（
北
海
道
出
身
）

よ
り
楽
曲
提
供
い
た
だ
い
た

「
霧
立
峠
」
と
言
う
曲
名
が
北

海
道
苫
前
町
に
実
在
す
る
こ
と

を
知
り
、
苫
前
町
と
の
縁
を
感

じ
、
町
民
の
皆
様
へ
曲
を
お
届

け
し
た
い
と
の
申
し
出
に
よ

り
、「
霧
立
峠
」
が
収
録
さ
れ

て
い
る
Ｃ
Ｄ
１
０
０
枚
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

井
岡
さ
ん
か
ら
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
落
ち

着
い
た
後
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

の
活
動
の
際
に
、
本
曲
を
通
じ

て
苫
前
町
の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
て
頂

け
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

寄
贈
さ
れ
た
「
霧
立
峠
」
収

録
Ｃ
Ｄ
を
町
民
の
皆
様
へ
無
料

で
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
24

日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
に
役
場

住
民
生
活
課
ま
た
は
古
丹
別
支

所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
配
布
枚
数
に
到
達
次

第
、
受
付
を
締
め
切
ら
せ
て
頂

き
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先
商
工
労
働
観
光

課 
６
４
‐
２
２
１
２

公民館講座「冬を楽しもう～イグルー作り」

２
月
21
日
（
日
）
町
公
民
館

に
て
公
民
館
講
座
「
冬
を
楽
し

も
う
〜
イ
グ
ル
ー
作
り
〜
」
が

開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
学
３
年

生
か
ら
５
年
生
の
12
名
が
参
加

し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
３
班
に
分
か

れ
て
ス
ノ
ー
ソ
ー
と
い
う
雪
用

の
ノ
コ
ギ
リ
を
使
い
ブ
ロ
ッ
ク

状
の
雪
を
切
り
出
し
て
円
形
に

並
べ
積
み
上
げ
、
イ
グ
ル
ー
作

り
に
取
り
組
ん
だ
。

気
温
が
上
が
り
雨
が
降
っ
た

た
め
、
雪
質
が
悪
く
、
う
ま
く

作
業
が
進
ま
な
か
っ
た
が
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
を
使
い
ブ

ロ
ッ
ク
状
に
固
め
る
な
ど
工
夫

し
な
が
ら
完
成
を
目
指
し
て
い

た
。完

成
後
、
子
供
た
ち
は
協
力

し
て
作
っ
た
イ
グ
ル
ー
の
中
で

お
菓
子
を
食
べ
る
等
し
て
過
ご

し
て
い
た
。

地域社会貢献事業　　　　　まちの施設を整備していただきました

公民館事業「雪あそび」滑り台づくり　～渡部工業（株）　橋場・瀬越経常建設共同企業体～
力昼九重線道単局改工事（排水工）

（冬）を実施の渡部工業株式会社(渡
部和人代表取締役)が１月23日（土）
に公民館事業「雪あそび」に利用す
る滑り台用の雪集め作業を地域社会
貢献事業として実施しました。
ありがとうございました。

古丹別川大規模特定河川工事２工
区を実施の橋場・瀬越経常建設共同
企業体が１月27日（水）～28日（木）
に公民館事業「雪あそび」に利用す
る滑り台製作を地域社会貢献事業と
して実施しました。
ありがとうございました。

古丹別地区川添団地の高齢者向け住宅除雪
株式会社大川重機(工藤典
緒代表取締役)、協和建設株
式会社（丹羽丈夫代表取締
役）、苫前建設工業株式会社
（寺島登久雄代表取締役）が
２月６日（土）に川添団地
の木造平屋の高齢者向け住
宅の除雪を地域社会貢献事
業として実施しました。
ありがとうございました。

古丹別中学校体育館軒下の除雪
～橋場・瀬越経常建設共同企業体～

古丹別川大規模特定河川
工事２工区を実施の橋場・
瀬越経常建設共同企業体が
２月16日（火）に古丹別中
学校体育館軒下の除雪を地
域社会貢献事業として実施
しました。
ありがとうございました。
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邪
が
長
引
く
と
気
分
が
晴
れ
な
か

っ
た
り
、
空
腹
過
ぎ
る
と
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
し
ま
す
。
身
体
の
中
で

は
、
自
律
神
経
系
・
内
分
泌
系
・

免
疫
系
が
複
雑
に
関
連
し
合
っ

て
、
こ
こ
ろ
と
身
体
の
関
係
を
微

妙
に
調
整
し
て
い
ま
す
。
感
染
が

広
が
る
中
で
、
先
行
き
が
見
通
せ

な
い
こ
と
、
考
え
て
も
結
論
が
で

な
い
こ
と
に
直
面
す
る
場
面
は
日

常
的
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
る
不
安
や
恐
怖
は
長
い
期
間
こ

こ
ろ
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

そ
の
つ
ら
さ
等
気
持
ち
の
裏
に
あ

る
こ
と
は
何
な
の
か
、
今
の
自
分

（
身
体
や
こ
こ
ろ
の
状
態
）
に
注

目
す
る
（
紙
に
書
き
出
す
）
こ
と

で
こ
こ
ろ
が
落
ち
着
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
現
実
的
に
今
で

き
る
こ
と
を
行
動
し
て
み
る
こ
と

で
心
の
負
担
が
減
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
調
査
結
果
に
あ
る
、

不
安
等
解
消
の
実
践
方
法
に
あ
っ

た
回
答
を
参
考
に
し
て
、
ま
ず
実

行
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ほ
か
に
も

お
勧
め
の
セ
ル
フ
ケ
ア
を
挙
げ
ま

す
。
気
分
や
体
調
に
あ
わ
せ
て
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

■
身
体
を
動
か
す
（
散
歩
な
ど
）

■
深
呼
吸
（
腹
式
呼
吸
）
を
５
〜

10
分
繰
り
返
す

■
上
手
く
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

「
も
う
少
し
こ
う
な
れ
た
ら
い

い
」
を
書
き
だ
す

■
音
楽
を
聴
い
た
り
、
歌
を
歌
う

■
笑
う

た
だ
、情
報
検
索
に
つ
い
て
は
、

不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
信
憑
性

よ
り
も
安
心
で
き
る
情
報
に
飛
び

つ
い
て
し
ま
う
こ
と
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
感
染
に

関
係
す
る
人
、
物
、
建
物
か
ら
遠

ざ
か
ろ
う
と
す
る
考
え
が
生
じ
や

す
く
、
差
別
し
て
遠
ざ
け
る
こ
と

で
安
心
感
を
得
る
と
い
う
こ
こ
ろ

の
悪
循
環
が
起
こ
り
ま
す
。
情
報

の
発
信
元
は
ど
こ
か
、
信
頼
で
き

る
と
こ
ろ
な
の
か
確
認
し
、
確
か

な
情
報
を
手
に
入
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

こ
こ
ろ
が
疲
れ
や
す
く

 

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

社
会
の
変
化
が
大
き
く
、
心
の

負
担
が
増
え
る
出
来
事
が
重
な
っ

て
し
ま
う
と
、
こ
こ
ろ
と
身
体
が

疲
れ
て
し
ま
い
、
も
う
頑
張
れ
な

い
状
況
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
で
も
、
こ
こ
で
「
な
ん
と
か

な
る
」
と
頑
張
り
す
ぎ
て
し
ま
う

と
、
ま
す
ま
す
調
子
を
崩
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
齢
に

関
係
な
く
、
こ
こ
ろ
の
負
担
に
早

め
に
気
づ
く
こ
と
、
早
め
に
対
応

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
の
項
目
で
当
て
は
ま
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

も
し
も
、
何
も
す
る
気
が
な
く

な
っ
た
り
、
眠
れ
な
か
っ
た
り
、

す
ぐ
に
疲
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た

不
安
な
状
態
が
数
週
間
も
消
え
な

い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
近
く
の
話

し
や
す
い
人
、
友
人
、
家
族
に
話

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
ろ
の
専

門
家
も
い
ま
す
の
で
、
一
人
で
解

決
し
よ
う
と
頑
張
ろ
う
と
し
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

＊
こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

漠
然
と
し
た
不
安
・
恐
怖
を

 

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
日
本
で
報
告
さ
れ
て
、
１
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。「
調
子
が
悪
く
な

く
て
も
マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
に
違

和
感
が
な
く
な
っ
た
」「
体
調
を

気
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
自

分
が
感
染
す
る
か
も
と
不
安
」
と

い
う
声
を
き
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
中
、
感
染
に
対
す
る
不
安

や
生
活
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
な
ど
心
理
面
へ
の
影
響

が
大
き
い
こ
と
を
推
測
し
、
厚
生

労
働
省
で
は
令
和
２
年
９
月
に
15

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
２
月
か
ら
９
月
ま
で

を
２
か
月
毎
に
区
切
っ
て
状
況
を

質
問
し
て
い
ま
す
が
、
調
査
結
果

で
は
、
ど
の
時
期
も
半
数
程
度
の

人
が
何
ら
か
の
不
安
等
を
感
じ
て

お
り
、
４
月
か
ら
５
月
で
は
６
割

以
上
を
占
め
ま
し
た
。
中
で
も
30

〜
49
歳
の
女
性
は
特
に
２
〜
３

月
、
４
〜
５
月
に
「
そ
わ
そ
わ
落

ち
着
か
な
く
感
じ
た
」
人
の
割
合

が
比
較
的
高
い
傾
向
で
し
た
。
い

ず
れ
の
時
期
も
不
安
の
対
象
と
し

て
は
「
自
分
や
家
族
の
感
染
へ
の

不
安
」
が
６
割
以
上
と
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
不
安
や
ス
ト
レ
ス
の
解

消
方
法
と
し
て
（
複
数
回
答
）
多

い
順
か
ら
、
①
手
洗
い
や
マ
ス
ク

着
用
等
の
予
防
行
動
（
73
・
５

％
）、
②
ス
マ
ホ
、
ネ
ッ
ト
で
情

報
検
索
（
35
・
７
％
）、
③
家
族

や
友
人
に
話
を
す
る
（
21
・
０

％
）、
④
運
動
な
ど
身
体
を
動
か

す
（
20
・
３
％
）
と
い
っ
た
こ
と

を
実
行
し
、
そ
の
う
ち
46
・
３
％

の
人
が
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
発

散
、
解
消
で
き
る
と
回
答
し
ま
し

た
。こ

の
調
査
は
15
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
し
て
い
ま
す
が
、
年
齢
が

低
い
人
た
ち
も
社
会
変
化
の
影
響

を
心
理
面
で
受
け
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

不
安
・
緊
張
・
恐
怖
と

 

付
き
合
っ
て
い
く
に
は

感
染
拡
大
以
前
で
も
、
不
安
や

緊
張
、
恐
怖
に
襲
わ
れ
る
と
心
臓

が
ド
キ
ド
キ
し
た
り
、
冷
や
汗
が

で
た
り
、
胃
が
痛
く
な
っ
た
り
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
興
奮

す
る
と
血
圧
が
上
が
っ
た
り
、
風

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

 

０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６

 

（
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン

 

（
18
歳
ま
で
の
方
専
用
）

 

０
１
２
０
‐
９
９
‐
７
７
７
７

 

（
毎
日
16
：
00
〜
21
：
00
ま
で
）

■
留
萌
保
健
所

 

０
１
６
４
‐
４
２
‐
８
３
２
７

 

（
平
日
８
：
45
〜
17
：
30
）

■
苫
前
町
役
場
保
健
福
祉
課
保
健
係

 

０
１
６
４
‐
６
４
‐
２
２
１
５

 

（
平
日
８
：
30
〜
17
：
15
）

▼
不
安
や
緊
張
が
高
ま
っ
て
イ
ラ

イ
ラ
し
た
り
、
怒
り
っ
ぽ
く
な

る
▼
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
驚
い
た

り
、
急
に
泣
き
出
す

▼
気
分
が
落
ち
込
ん
で
や
る
気
が

な
く
な
る

▼
人
付
き
合
い
が
面
倒
に
な
っ
て

避
け
る
よ
う
に
な
る

▼
肩
こ
り
、
頭
痛
、
腹
痛
、
腰
痛

な
ど
痛
み
が
で
て
く
る

▼
寝
付
き
が
悪
く
な
っ
た
り
、
夜

中
や
朝
方
に
目
が
覚
め
る

▼
食
欲
が
な
く
な
っ
て
食
べ
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
、
逆
に
食
べ
過

ぎ
る

▼
下
痢
、
便
秘
を
し
や
す
く
な
る

▼
め
ま
い
や
耳
鳴
り
が
す
る

健　　康
ばんざい
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

 

感
染
拡
大
と
こ
こ
ろ
」

 

今
月
の
担
当
は 

宮
前
保
健
師
長 

で
す



お問合せ　　苫前町地域包括支援センター ☎ 0164－64－2215

5 頁広報とままえ　３月号

★元気な生活に口の老化予防を★
　元気に長生き、健康長寿の実現がどのようにできるかの研究を東京都健康長寿医療センタ
ー研究所で行った結果、「心身機能：こころと身体の働き」「生活機能：生活行為である家事、
仕事など」「社会機能：家庭内役割、地域社会参加など」の３つの機能が関係し合い、それ
ぞれの機能に影響を与える二大要因が「疾病」と「老化」であることがわかってきました。
　「疾病」については、今の病状を急激に悪化させない体調管理、「老化」については、年齢
とともに顕著になってくる身体機能の加齢変化を抑制していくこと、それらのために生活習
慣を身につけることが重要になります。生活習慣のなかでも鍵になるのが「食生活」「体力・
身体活動」「社会参加」の３つです。今回は食生活、社会参加に関連する口の働き：口腔機
能の老化予防について取り上げます。
　口腔機能には、「かみ砕く・飲み込む」「唾液を分泌する」「言葉を発する」「表情を表す」
など様々な役割があります。食べることや会話をするなどの機能を維持することは、身体の
健康だけでなく、人や社会と交流し、心身ともに自立した生活を送るために欠かせない要素
です。そのため、口腔機能が衰えると、食事の面では、十分な栄養をとりにくくなることで
体力・筋力低下さらに免疫力の低下につながり、特に飲み込む機能が弱くなると、肺炎など
の命に関わる疾患の引き金になります。日常的に会話をすることで、舌や口周りの筋肉を鍛
えることができますが、今は家族以外の人と会う機会が減っています。次の「パタカラ体操」
をお食事前などにしてみましょう。

パ・タ・カ・ラ で飲み込み力・表情いきいきアップ（５回ずつ）
音 方法と効果

パ  
くちびるをしっかり閉じ、破裂させるように開いて発音する
○くちびるを閉じる力をつける
　食べ物を口の中に取り込んだり、こぼさないように口を閉じる運動
に必要な力

タ  
舌先を上の前歯の裏につけ、それを離して発音する
○舌の前方への動きを鍛えます
　舌を使って食べ物を取り込み、それを口の奥に運ぶときに使われる
動き

カ  
のどの奥に力を入れて、のどを閉めることで発音する
○舌の後方への動きを鍛えます
　のどまで運ばれた食べ物を舌を使ってさらに食道へ運ぶために使わ
れる動き

ラ  
舌を上あごにつけ、勢いよく後ろに離して出す
○舌の上方への動きを鍛える
　舌を使って「ごっくん」と飲み込むときに使われる動き

◆事業のお知らせ◆
　４月23日（金）午前９時30分より、とままえ温泉ふわっとにおいて「ふれあい倶楽部」を
開催します。



6 頁広報とままえ　３月号

介護予防・生活支援サービス事業とは
「介護予防・日常生活支援総合」（以下 総合事業  ）を構成する事業で、地域ごとに実情に応じた「介護予防」
と「生活支援」のためのサービスが提供されています。

総合事業のポイント
● 要支援１・２の方は、介護保険サービスの 介護予防サービス  と 介護予防・生活支援サービス事業  を
利用できます。

● 介護予防・生活支援サービス事業  のみ利用する場合は、基本チェックリストによる判定で利用できます。
（要介護認定は不要です）

介 護 保 険 ガ イ ド
つくろう健康　幸せの未来づくり

介護予防・生活支援サービス事業の対象者が変更されました。

介護予防・生活支援サービス事業を利用していた方が要介護１～５となったとき、本人が希望し、市区町
村が必要と判断すれば、 介護予防・生活支援サービス事業  引き続き利用できます。（令和３年４月から）

令和３年
４月から

高齢者の介護予防と自立した日常生活の支援を目的とした事業で
介護予防・生活支援サービス事業  と 一般介護予防事業  の二つからなります。

※市区町村によって提供されるサービスは異なります。

総合事業

介護予防・生活支援サービス事業
　地域の実情に応じた「介護予防」と「生活支援」を目的としたサービスなどがあります。
　 対象者  ●要支援１・２の方
　　　　　 ●基本チェックリストにより介護予防・生活支援サービス事業対象者となった方
　　　　　 ● 介護予防・生活支援サービス事業を利用していた方が、要介護１～５となったあとも

本人が利用を希望し、市区町村が必要と判断した方（令和３年４月から）
　 サービス内容  ●訪問型サービス　●通所型サービス　●生活支援サービス　等

一般介護予防事業
　高齢者のみなさんが元気でいきいきと生活し、要介護状態にならないようにするための教室（介
護予防教室）などを実施します。
　 対象者  ●65歳以上のすべての方、およびその支援のための活動に関わる方
　 サービス内容  ●介護予防教室など

お問合せ　苫前町保健福祉課福祉係　（☎６４－２２１５）



7 頁広報とままえ　３月号

　

春
か
ら
、
就
職
や
就
学
、
引

っ
越
し
な
ど
新
し
い
生
活
が
ス

タ
ー
ト
す
る
方
へ
、
国
民
年
金

に
関
す
る
必
要
な
お
手
続
き
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

引
っ
越
し
す
る
方

　

引
っ
越
し
さ
れ
住
所
が
変
わ

る
方
は
、
市
町
村
へ
転
出
入
の

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
国
民
年
金
の
住
所
も
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
等
の
連
携
に
よ
り
自

動
的
に
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
、

原
則
、
国
民
年
金
の
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

住
所
変
更
後
も
し
ば
ら
く
前
住

所
あ
て
に
国
民
年
金
の
郵
送
物

が
届
く
な
ど
し
た
場
合
は
、
お

手
数
で
す
が
最
寄
り
の
市
区
町

村
ま
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

就
職
す
る
方

　

就
職
し
、
厚
生
年
金
（
第
２

号
被
保
険
者
）
に
加
入
す
る
方

は
、
お
勤
め
先
で
の
手
続
き
と

な
る
た
め
、
市
区
町
村
へ
の
手

続
き
は
不
要
で
す
。
配
偶
者
を

扶
養
し
て
い
る
方
の
第
３
号
被

保
険
者
の
手
続
き
も
お
勤
め
先

で
す
。

退
職
さ
れ
る
方

　

60
歳
を
迎
え
る
前
に
、
お
仕

事
を
辞
め
た
方
は
国
民
年
金
へ

の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

あ
わ
せ
て
第
３
号
被
保
険
者
と

な
っ
て
い
た
配
偶
者
も
第
１
号

被
保
険
者
へ
の
種
別
変
更
手
続

き
が
必
要
で
す
。
市
区
町
村
ま

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
会
社
の
社
会
保
険
を
任

意
継
続
す
る
方
も
、
年
金
は
国

民
年
金
と
な
り
ま
す
の
で
、
手

続
き
を
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

就
学
す
る
方

　

春
か
ら
学
生
と
な
り
、
そ
の

後
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年

金
に
加
入
し
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
学
生
の
方
は
仕
事
を

し
て
い
な
い
方
が
多
い
こ
と
か

ら
、
一
定
の
収
入
以
下
の
場
合

は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
市

区
町
村
ま
た
は
最
寄
り
の
年
金

事
務
所
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

一
度
申
請
い
た
だ
く
と
、
翌
年

度
も
ひ
き
つ
づ
き
学
生
の
方
に

は
、
納
付
特
例
継
続
の
確
認
の

ハ
ガ
キ
が
４
月
に
届
き
ま
す
の

で
、
そ
の
ハ
ガ
キ
を
返
送
す
る

こ
と
で
手
続
き
が
完
了
し
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
を
し
た
期
間

は
、
10
年
間
は
さ
か
の
ぼ
っ
て

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
就
職
後
に
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

出
産
す
る
方

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

の
方
が
出
産
し
た
場
合
、
出
産

予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間
の

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。（
多
胎
妊
娠（
双
子
な
ど
）

の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
か

月
前
か
ら
６
か
月
間
）

　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め

ら
れ
た
免
除
期
間
は
、
保
険
料

を
納
付
し
た
も
の
と
し
て
年
金

額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
手
続
き

は
、
出
産
予
定
の
６
か
月
前
か

ら
可
能
で
す
。

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と 

国
民
年
金

「
春
か
ら
新
生
活
が
始
ま
る
あ
な
た
へ
…
」

令和２年の町内救急出動件数は131件。前年と比較すると７件増加。また、医療機関への搬送人員は
127人、前年と比較し10人増加となりました。搬送した年齢別の内訳は、65歳以上の高齢者が97人で全
体の約75％を占めています。また、搬送医療機関は道立羽幌病院が最も多く、全体の約90％を占めま
すが、病状により留萌市立病院への搬送や、緊急度の高い場合はドクターヘリ搬送も判断しています。

“救える命を救うため”にも救急車の適正利用にご協力ください。
■消防署では、救急講習会の受講者を募集しています。受講を希望される方は下記消防支署へ

□事故種別出動・搬送人員
　【出動件数126件・搬送人員127人】

事故種別 出動件数 搬送人員
交　　通 4件 5人
労働災害 2件 2人
一般負傷 13件 13人
水　　難 2件 2人
自損行為 1件 1人
急　　病 91件 91人
転院搬送 12件 12人
そ の 他 1件 1人
計 126件 127人

□医療機関別搬送人員
　【搬送人員127人】

医  療  機  関 搬送人員
道立羽幌病院 112人
留萌市立病院 12人
留萌セントラルクリニック 1人
旭川厚生病院 1人
ドクターヘリ 1人
その他搬送先 0人

計 127人

令和２年救急出動状況 (R02.1.1～R02.12.31)

火事・救急は119番！ 北留萌消防組合消防署　苫 前 支 署　☎64－2321
 古丹別支署　☎65－4119

　国民年金の支給開始年齢（誕生日の前日）
になったら、裁定請求書は役場窓口までお持
ちください。
　必要な書類が不明な場合は御相談くださ
い。

《お問合せ》
留萌年金事務所　☏　０１６４－４３－７２１１
役場税務町民課　☏　０１６４－６４－２２１３


